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はばたけ！
有年っ子

６月１日は有年小学校の創立記念日です。今年度は、創立１５０周年を迎える歴史と伝
統ある学校です。
明治５(1872)年、日本は外国にならって学校の制度を定め、全国の町や村に小学校を

つくり、すべての子どもが一定の年齢になれば教育を受けることができる仕組みを整えま
した（学制公布）。この仕組みによって、翌年の明治６年には全国で次々と学校がつくら
れました。
有年地区においても、明治６(1873)年に、東有年に「開業小学校」、西有年に「立正

小学校」という２つの学校が開校され、明治９年に、この２つの小学校が合わさって「有
年小学校」となりました。かつては、現在の「千種の苑」の場所に旧校舎がありましたが、
昭和５７(1982)年に現在の校舎が完成しました。
豊かな自然に囲まれ、地域のみなさまに温かく見守られ、これまで多くの児童が有年小

学校で学びました。記念の年となる今年度は、これまでの取組をさらに充実させながら、
「有年小学校で学んでよかった」「有年小学校が大好き」という思いを広げていきたいと
思っております。
校訓「ほがらか はつらつ すこやか」のもと、有年っ子達とともにこれからも歴史と

伝統をつないでいきたいです。

↑今の「千種の苑」の場所にあった旧校舎 ↑豊かな自然に囲まれた有年小学校

４年生から、「有年小学校の歴史」について、
インタビューを受けました。
国語の「聞き取りメモの工夫」の学習とつな

げて、大事なことを落とさずに、キーワードや
疑問に思ったこと、発見したことなどを細かに
メモにまとめていました。
有年小学校の歴史を紹介すると、「すごい！」

と目を輝かせたり、「昔の給食ってどんなのです
か」と質問したりして、４５分のインタビュー
タイムがあっという間に過ぎていきました。
ご家庭でも、ぜひ、ご家族のみなさんが小学

生だった頃の話を聞かせてやってください。
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【校訓】ほがらか はつらつ すこやか



生活科・総合的な学習の時間のカリキュラムに「ふるさと有年」の学習を位置付け、地
域と連携して有年に対する愛着を深め、有年の魅力を発信する力を養う活動を各学年で進
めています。今年度も本格的に学習がスタートしました。地域の方をゲストティチャーと
してお招きしたり、フィールドワークに出かけたりして、子ども達が意欲的に探究活動を
行っていきます。
地域を介したさまざまな人との出会いやふれあいは、人権感覚を養うために欠かせない

ものである。地域の方々とのかかわりやふれあいをとおして、子ども達がふるさとを愛す
る心だけでなく、思いやりの心をもち、地域の方とともに生きることの大切さを実感する
ことができるように取り組んでいます。

【ふるさと有年学習 カリキュラムイメージ】
☆３年生 里山探検☆

☆４年生 長谷川探検☆

☆６年生 地区の祭り☆

◎ＰＴＡ除草作業ありがとうございました。
５月２１日（日）に、ＰＴＡ施設・育成部の方が、校庭やプールの草刈り、枝きり

をしてくださいました。子ども達が安全に過ごせる環境づくりにご協力いただき、あ
りがとうございました。

◎いよいよ運動会本番！６月３日（土）午前８：４５～（有年小学校 運動場）
１５０周年ふれあい運動会が間近に迫ってきました。有年っ子達は、毎日の練習に

一生懸命取り組んでいます。
当日は、温かいご声援とふれあい種目への参加をよろしくお願いいたします。


